
～集中豪雨時代に備える大阪市、雨水対策の想定を引き上げ～

～「同じ基準では守れない」名古屋市の特別対策地域指定～
市内でも特に被害リスクが高い地域を「特別対策地域」として位置付け、
一律の基準ではなく、地域特性に応じた重点的な雨水対策を実施していま
す。地形や排水条件を踏まえ、「同じ基準では守れない地域がある」という
認識に立った対応です。

国の気候変動対応方針を踏まえ、大阪市は「下水道浸水対策計画 2025」に
おいて、雨水整備水準を 60mm/h から 66mm/h へ引き上げました。これは、
将来の降雨量増加を見据え、想定そのものを見直す決断を行ったものです。


